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 リチウムイオン電池は充電シ

ステムと一体化されて性能が

担保されることが Fig-01から

良く理解することができます。 

 Walkmanの充電の場合、発熱の最大値は約450mWの発熱反応になっています。 Walkmanの充電制御はかなり

インテリjジェントなものです。取扱説明書によれば充電初期は定電流モード、途中で定電圧モード、さらに自動

停止で充電が完了します。測定データからそのプロセスを追うと、充電後85分後に定電流モードの電流レイト切替が

あり、110分後には定電圧モードに切り替わります。さらに130分後には自動停止となります。このようにリチウムイオン

電池が過電圧にならないように、かつ電池寿命が長くなるように制御されています。 

 最近のWalkmanは短い充電時間で長時間、音楽が楽しめます。 
リチウム・イオン電池のおかげでBluetoothで高音質の音楽を飛ばして

AC電源なしでも大きな音量でステレオHiFiを聞くことができます。 

 Walkmanを充電すると本体部は少し暖かくなりますが、どれくらい

の発熱があるのか？を測定しました。 

 充電器はスマホ用ポータブル充電器（4Ah）を使い、受熱面積が

160mm×80mmの熱流検出モジュールの上にHires_Walkman_A16を 

乗せて充電中の発熱を測定しました。 

 充電プロセスにおけるWalkmanの総発熱量は2898Jでした。 

発熱する物体の総発熱量 ΔH（J）と物体の比熱Cp 単位 J/(g・K) が
求まると“物体”の断熱条件下における温度上昇幅ΔTが求まります。 

仮にWalkman_A16（重量65g）のCp（比熱）が1.0 J/g・K とすれば 

ΔT=2898 /（65×1.0）⇒44.6K 初期温度が25℃なら70℃になります。 

充電中に炬燵布団がWalkmanに追いかぶさることがあれば、発火する

ことはないとしても高温でWalkmanの寿命を縮めることになります。 
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Fig-01 

靑色曲線はオリジナル発熱曲線 

緑色曲線は時定数補正後の発熱曲線 

熱流信号のTime_Lagを改善すること

ができます。 

時定数補正はAKTS_Thermal_Hazard
の機能を使用しています。 

どれだけの容量が充電されたのか？

はこのデータでは不明です。 



 株式会社パルメトリクス 小型反応熱量計とAKTSソフトウエアのコンサルタント 

  Website http://www.palmetrics.co.jp  e-mail: info@palmetrics.co.jp 

Technical Note テクニカルノート 

Title: SONY Walkman_A16  音源により電力消費（発熱量）が異なります。 

 この熱量検出モジュールは電池の充放電プロセスの発熱

だけではなく、動作中のスマートフォンやタブレットの比較的

大きな発熱現象を直接測定することができます。 
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Walkman（65g）の中

で発生した熱流信号は

発熱する物体の熱容量

が大きいので、時間遅

れがあります。 

熱流信号の時間遅れに

より、実際に起きてい

る現象を捉えにくくな

ります。 

時定数補正をすること

により、現実に発生し

ている状況を明らかに

することができます。 
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Fig-02 

Fig_02はWalkman_HiRes_A16をPlayしたときの発生熱量(消費電力)を示します。 

この測定例は電池の放電プロセスによる発熱反応だけはなく、WalkmanのCPUや

液晶画面などが動作し、ヘッドフォンを駆動する消費電力を含めてWalkman から

発生するすべての発熱反応です。 

約6時間の演奏時間で最大消費電力は100mW、通常のハイレゾ音源を再生し

ているときは平均69mW程度で全発熱量は1,633Jでした。  

電池からどれだけの電力が供給されたかはこの測定データでは不明です。 

 最近のWalkmanには

通常の音源とは別の

FLACと呼ばれる高品

質音源の再生が可能

です。 
FLACは一般的な音声

ファイルフォーマット

に比べ、FLACファイル

サイズが非常に大きく

なります。 
 

AAC_LC 320kbpsモード

の曲演奏と比較すると

FLAC_48kHz/24bitは

ファイルサイズが大き

いために消費電力が大

きくなるようです。 

最初40分間はAAC_LC

モードの曲で、あとはす

べてFLACモードでオー

ケストラ、ジャズなどの

音源です。 

Playが終了すると自動

OFF となり電池の電力

消費は停止します。 

Fig-03 

Fig_03 Green曲線はオリジナル信号、Blue曲線は時定数補正後の熱流信号 


